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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用物理Ⅰ Ⅰ (Applied Physics I)

応用化学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

理Ⅰ 学・工学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につとなる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物理Ⅰ 学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物理Ⅰ 学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につとなる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学と，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につな系を扱う化学に必須の量子力学につを扱う化学に必須の量子力学につ扱う化学に必須の量子力学につう化学に必須の量子力学につ化学に必須の量子力学につ必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子力学に必須の量子力学につつ
いて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．講義する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．ニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．質点系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学を扱う化学に必須の量子力学につ取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．げ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学を扱う化学に必須の量子力学につ微積分を中心に組み立て直す作業を行う．を扱う化学に必須の量子力学につ中心に組み立て直す作業を行う．に必須の量子力学につ組み立て直す作業を行う．み立て直す作業を行う．立て講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．直す作業を行う．す作業を扱う化学に必須の量子力学につ行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．
量子力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．エネルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門離散的な系を扱う化学に必須の量子力学につである物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門を扱う化学に必須の量子力学につ中心に組み立て直す作業を行う．に必須の量子力学につ量子力学を扱う化学に必須の量子力学につ概観し，量子力学の簡単な入門し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子力学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ簡単な入門
を扱う化学に必須の量子力学につ行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ位置，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ速度シラバス，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ加速度シラバス等を扱う化学に必須の量子力学につベクトルで表すことができ，ベクトルのすことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門でき，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につベクトルの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
演算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．微積分を中心に組み立て直す作業を行う．を扱う化学に必須の量子力学につ用いて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門を扱う化学に必須の量子力学につ記述することができる．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

前期中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな物理Ⅰ 系を扱う化学に必須の量子力学につで位置，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ速度シラバス，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ加速度シラバス等を扱う化学に必須の量子力学につ求めるめる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
ことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ3法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等でき，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ重力下での質点や調和振動子の運動等での基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．調和振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門等
を扱う化学に必須の量子力学につ記述することができる．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

前期中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ重力下での質点や調和振動子の運動等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．調和振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
な物理Ⅰ 系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】作用反作用の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等と力の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ釣り合いが理解でき，基本的な束縛運動り合いが理解でき，基本的な束縛運動いが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等でき，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな束縛運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門
を扱う化学に必須の量子力学につ記述することができる．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

前期定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ斜面を滑り落ちる運動や単振り子等，基本的な束を扱う化学に必須の量子力学につ滑り落ちる運動や単振り子等，基本的な束り落ちる運動や単振り子等，基本的な束ちる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．単振り子等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな束
縛運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門を扱う化学に必須の量子力学につ記述することができる．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】力学的な系を扱う化学に必須の量子力学につな仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルを扱う化学に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門エネルギーとポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャル
エネルギー，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等を扱う化学に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ応用する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

前期定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルとポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギー，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー保存
則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエさせ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエに必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につか，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と各々のエの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエ
ネルギーの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係等が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ重心に組み立て直す作業を行う．系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と相対運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルを扱う化学に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等
し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ衝突等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな2体問題を解くことができ，また，運動量等のを扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等くことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門でき，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
物理Ⅰ 量や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．衝突後の粒子の軌道等が計算できる．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ軌道等が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門計算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

後の粒子の軌道等が計算できる．期中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな2体問題を解くことができ，また，運動量等のが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等ける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につか，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
軌道や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量等が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門計算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】慣性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門モーメン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につトや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルを扱う化学に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中心に組み立て直す作業を行う．
力場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，に必須の量子力学につおける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな力学問題を解くことができ，また，運動量等のを扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等くことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門でき，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．エネルギー等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物理Ⅰ 量が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門計算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

後の粒子の軌道等が計算できる．期中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中心に組み立て直す作業を行う．力場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，に必須の量子力学につおける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな2体問題を解くことができ，また，運動量等のが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等ける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につか
どう化学に必須の量子力学につか，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ慣性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門モーメン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につトや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量等が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門計算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】黒体輻射や光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネと電子線回折等から，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ古典物理Ⅰ 学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ限界，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネ
ルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門離散的な系を扱う化学に必須の量子力学につである物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につこと，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門等に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

後の粒子の軌道等が計算できる．期定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ黒体輻射や光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネ等を扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエさせ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ古典物理Ⅰ 学
の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ限界，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門離散的な系を扱う化学に必須の量子力学につである物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につこと，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門等に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門
的な系を扱う化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】ボルン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ確率解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等釈とハイゼンベルクの不確定性原理を定性的に説とハイゼン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につベルクの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ不確定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門原理Ⅰ を扱う化学に必須の量子力学につ定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門的な系を扱う化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につ説
明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

後の粒子の軌道等が計算できる．期定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につボルン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ確率解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等釈とハイゼンベルクの不確定性原理を定性的に説と不確定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門原理Ⅰ を扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエさせ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
確に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】一次元無限大井戸型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的でポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルを扱う化学に必須の量子力学につ用いて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．エネルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門離散的な系を扱う化学に必須の量子力学につで
ある物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

後の粒子の軌道等が計算できる．期定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ一次元無限大井戸型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的でポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルに必須の量子力学につ閉じ込めらじ込めら込めらめら
れた粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー状態や波動関数が的確に説明できるかどうかで評価や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門関数が的確に説明できるかどうかで評価が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門的な系を扱う化学に必須の量子力学につ確に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで評価する．
する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

【A2】水素型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的で原子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ主量子数が的確に説明できるかどうかで評価，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ方位量子数が的確に説明できるかどうかで評価，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ磁気量子数が的確に説明できるかどうかで評価の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ意味，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子数が的確に説明できるかどうかで評価と
波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門関数が的確に説明できるかどうかで評価の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ節の数との関係等を理解し，水素型原子の原子軌道の概形の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ数が的確に説明できるかどうかで評価との基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係等を扱う化学に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ水素型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的で原子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ原子軌道の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ概形
が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門描ける．ける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

後の粒子の軌道等が計算できる．期定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとレポートで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ水素型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的で原子中の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ電子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ軌道に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエさせ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
量子数が的確に説明できるかどうかで評価の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ意味が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門的な系を扱う化学に必須の量子力学につ確に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエでき，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかつ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ電子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ軌道の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ形が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門描ける．ける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかどう化学に必須の量子力学につかで
評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

成績は，試験は質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求める90%　レポートレポート10%　レポートとして講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．評価する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．各期の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中間・定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ単純平均を試験成績とする．を扱う化学に必須の量子力学につ試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求める成績は，試験とする物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．100点満点で
60点以上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．を扱う化学に必須の量子力学につ合いが理解でき，基本的な束縛運動格とする．とする物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

「裳華房テキストシリーズテキストシリーズ-物理Ⅰ 学 力学」：川村清 著，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ阿部龍蔵・川村清 監修（裳華房テキストシリーズ）
「量子力学入門ノート 第二版増補版」：九鬼導隆 著（神戸高専生協）

「物理Ⅰ の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ考え方え方方1 力学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ考え方え方方」：砂川重信 著（岩波書店）
「物理Ⅰ 入門コース1 力学」：戸田盛和 著（岩波書店）
「力学（I） - 質点・剛体の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学 -」：原島鮮 著（裳華房テキストシリーズ）
「新装版 なっとくする物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子力学」：都筑卓司 著（講談社）
「アトキン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につス物理Ⅰ 化学 第10版 上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．・下での質点や調和振動子の運動等巻」：」：P. W. Atkins・J. de Paula 共著／中野元裕ら 訳（東京化学同人）ら 訳（東京化学同人）

C1～C3の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物理Ⅰ ・数が的確に説明できるかどうかで評価学I・II，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ C4 応用数が的確に説明できるかどうかで評価学I・II，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ C4 確率・統計

履修上のの評価方法と基準
注意事項

物理Ⅰ 学は質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．数が的確に説明できるかどうかで評価学での基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ記述することができる．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．に必須の量子力学につ成り立って講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．いる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ数が的確に説明できるかどうかで評価学を扱う化学に必須の量子力学につ十分を中心に組み立て直す作業を行う．に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．いる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門望ましい．また，基本的な物理学の知ましい．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな物理Ⅰ 学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ知
識を十分に理解していることが望ましい．を扱う化学に必須の量子力学につ十分を中心に組み立て直す作業を行う．に必須の量子力学につ理Ⅰ 解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．いる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門望ましい．また，基本的な物理学の知ましい．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．1～3年までの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物理Ⅰ や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．数が的確に説明できるかどうかで評価学I・IIの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につみ立て直す作業を行う．ならず，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ同時進行う．で学習する応用数学する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ応用数が的確に説明できるかどうかで評価学I・IIや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．
確率・統計の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ内容も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．関係して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．くる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につで，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につこれらの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．を扱う化学に必須の量子力学につ十分を中心に組み立て直す作業を行う．復習する応用数学したり，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につよく学習する応用数学して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．おくことが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門望ましい．また，基本的な物理学の知ましい．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．



授業の計画（応用物理Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 応用物理Ⅰ の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ全般的な系を扱う化学に必須の量子力学につな説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエと学習する応用数学に必須の量子力学につ関する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ諸注意等 本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ講義で教授する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ内容も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ全般的な系を扱う化学に必須の量子力学につな概説と受講時・学習する応用数学時の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ諸注意を扱う化学に必須の量子力学につ行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

2 力学と微積分を中心に組み立て直す作業を行う． 位置と速度シラバスの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係を扱う化学に必須の量子力学につ中心に組み立て直す作業を行う．に必須の量子力学につ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ微積分を中心に組み立て直す作業を行う．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな演算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．意味，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学との基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ復習する応用数学を扱う化学に必須の量子力学につ行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

3 運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ表すことができ，ベクトルのし方

4 速度シラバスと加速度シラバス

5 運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門（ニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ）の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等

6 重力下での質点や調和振動子の運動等での基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門 一番基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな系を扱う化学に必須の量子力学につとして講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．重力下での質点や調和振動子の運動等での基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門を扱う化学に必須の量子力学につ取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．げ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学についろいろな公式が運動方程式より導出できることを解説する．が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．より導出できることを解説する．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

7 重力下での質点や調和振動子の運動等での基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門（空気抵抗を考慮した場合）を扱う化学に必須の量子力学につ考え方慮した場合）した場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，合いが理解でき，基本的な束縛運動）

8 中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求める

9 エネルギー積分を中心に組み立て直す作業を行う．とエネルギー保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等答・解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説

10 単振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門 基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな系を扱う化学に必須の量子力学につである物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ調和振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門子に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につ立て講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等き，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ単振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

11 単振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー

12 力の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ釣り合いが理解でき，基本的な束縛運動り合いが理解でき，基本的な束縛運動いと作用反作用の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等

13 束縛運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門 斜面を滑り落ちる運動や単振り子等，基本的な束を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，合いが理解でき，基本的な束縛運動や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ単振り子等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな束縛運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ摩擦のある系についても解説する．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につある物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ系を扱う化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

14 力学的な系を扱う化学に必須の量子力学につな仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャル 力学的な系を扱う化学に必須の量子力学につな仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルを扱う化学に必須の量子力学につ定義し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギーと仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルとの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

15 エネルギーと仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャル

16 運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等 互いに力を及ぼしあって運動する質点系の運動方程式について説明し，運動量，運動量保存則について解説する．いに必須の量子力学につ力を扱う化学に必須の量子力学につ及ぼしあって運動する質点系の運動方程式について説明し，運動量，運動量保存則について解説する．ぼしあって講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

17 衝突の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ問題を解くことができ，また，運動量等の 運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等を扱う化学に必須の量子力学につ応用し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな衝突問題を解くことができ，また，運動量等のを扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ反発係数が的確に説明できるかどうかで評価や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．力積，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

18 重心に組み立て直す作業を行う．系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と相対運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門

19 惑星の運動よりケプラーの法則と万有引力等を説明し，角運動量や角運動量保存則等について解説する．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門よりケプラーの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等と万有引力等を扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等等に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

20

21 慣性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門モーメン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につト

22 古典物理Ⅰ 学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ破綻

23 中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求める

24 黒体輻射や光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等答・解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説

25 光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネと電子線回折

26 シュレディン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につガー方程式が運動方程式より導出できることを解説する．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につド・ブロイ波とボルン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ確率解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等釈とハイゼンベルクの不確定性原理を定性的に説

27 不確定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門原理Ⅰ ド・ブロイ波と粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門関数が的確に説明できるかどうかで評価が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門確率振幅であることからハイゼンベルクの不確定性原理を解説する．である物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことからハイゼン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につベルクの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ不確定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門原理Ⅰ を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

28 一次元無限大井戸型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的でポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ厳密解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等

29 水素類似原子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ構造：量子数が的確に説明できるかどうかで評価と原子軌道の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー・形

30 自然科学的な系を扱う化学に必須の量子力学につ世界像 今まで学んできた内容を通して，人間と自然との関わり，人間の対象認識等，人間がどのように対象を認識してきたかを概観する．まで学んできた内容も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．を扱う化学に必須の量子力学につ通して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ人間と自然との基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関わり，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ人間の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ対象認識を十分に理解していることが望ましい．等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ人間が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門どの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につよう化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につ対象を扱う化学に必須の量子力学につ認識を十分に理解していることが望ましい．して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．きたかを扱う化学に必須の量子力学につ概観し，量子力学の簡単な入門する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ位置を扱う化学に必須の量子力学につ座標として表し，質点の位置が位置ベクトルというベクトルで表現できることを説明し，ベクトル同士の演算についとして講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．表すことができ，ベクトルのし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ位置が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門位置ベクトルという化学に必須の量子力学につベクトルで表すことができ，ベクトルの現できることを説明し，ベクトル同士の演算についできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につベクトル同士の演算についの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ演算や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．に必須の量子力学につつい
て講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

ベクトルの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ微積分を中心に組み立て直す作業を行う．を扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ速さや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．速度シラバス，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ加速度シラバスに必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ等加速度シラバス運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．等速円運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門等を扱う化学に必須の量子力学につ例に，位置ベクトル，速度に必須の量子力学につ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ位置ベクトル，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ速度シラバス
ベクトル，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ加速度シラバスベクトルや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．それらの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ3法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等（慣性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ作用・反作用の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等）に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物体の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門2階の常微分方程式で表されるこの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ常微分を中心に組み立て直す作業を行う．方程式が運動方程式より導出できることを解説する．で表すことができ，ベクトルのされる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につこ
とを扱う化学に必須の量子力学につ示す．す．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

重力下での質点や調和振動子の運動等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門で，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ速度シラバスに必須の量子力学につ比例に，位置ベクトル，速度した空気抵抗を考慮した場合）が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門ある物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，合いが理解でき，基本的な束縛運動を扱う化学に必須の量子力学につ考え方え方，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につ立て講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．て講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．微分を中心に組み立て直す作業を行う．方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等き，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質点の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門を扱う化学に必須の量子力学につ考え方
え方る物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

1週目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．から7週目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．までの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ内容も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．で中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるを扱う化学に必須の量子力学につ行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー積分を中心に組み立て直す作業を行う．し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門保存量である物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ示す．す．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギーに必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説す
る物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

調和振動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー積分を中心に組み立て直す作業を行う．し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門保存する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につこと，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門エネルギーとポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギーの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ相互いに力を及ぼしあって運動する質点系の運動方程式について説明し，運動量，運動量保存則について解説する．変
換について解説する．に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

力の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ釣り合いが理解でき，基本的な束縛運動り合いが理解でき，基本的な束縛運動いや微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．作用・反作用に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ束縛力の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につある物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，合いが理解でき，基本的な束縛運動の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ的な系を扱う化学に必須の量子力学につな物理Ⅰ 系を扱う化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．垂直す作業を行う．抗を考慮した場合）力や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．糸の張力等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ張力等
に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

線積分を中心に組み立て直す作業を行う．を扱う化学に必須の量子力学につ考え方え方て講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学的な系を扱う化学に必須の量子力学につな仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャルを扱う化学に必須の量子力学につ一般化し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ仕事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャル，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギー，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ保存力の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関連について，また，エネルギー保存則につに必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等に必須の量子力学につつ
いて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

2体問題を解くことができ，また，運動量等のでの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門を扱う化学に必須の量子力学につ重心に組み立て直す作業を行う．系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と相対運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につ分を中心に組み立て直す作業を行う．離し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門成り立つ場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，合いが理解でき，基本的な束縛運動や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．外力が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門働いている場合等，力学系がどいて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．いる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，合いが理解でき，基本的な束縛運動等，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ力学系を扱う化学に必須の量子力学につが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門ど
う化学に必須の量子力学につ記述することができる．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかを扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門エネルギーと重心に組み立て直す作業を行う．系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門・相対運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門どう化学に必須の量子力学についう化学に必須の量子力学につ関係に必須の量子力学につある物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につかを扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエする物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

中心に組み立て直す作業を行う．力場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，に必須の量子力学につおける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ2体問題を解くことができ，また，運動量等の

万有引力に必須の量子力学につよる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギー，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門径運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネル
ギー

万有引力に必須の量子力学につよる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギーを扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー保存則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等を扱う化学に必須の量子力学につ極座標として表し，質点の位置が位置ベクトルというベクトルで表現できることを説明し，ベクトル同士の演算についで書き直す作業を行う．して講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ各エネルギー項，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門径運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につよる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ運
動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門エネルギー，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につよる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門エネルギー，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中心に組み立て直す作業を行う．力場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルエネルギーを扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

簡単な系を扱う化学に必須の量子力学につで慣性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門モーメン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につトを扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ質量と運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門エネルギーの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係と対比させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエなが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門ら，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門量や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．角運動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエネルギー
と慣性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門モーメン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につトの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

19世紀末からから20世紀初頭にかけての物理学界の状況を概観する．いわゆるエーテル問題と黒体輻射から，相対論と量子論がに必須の量子力学につかけて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物理Ⅰ 学界の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ状況を概観する．いわゆるエーテル問題と黒体輻射から，相対論と量子論がを扱う化学に必須の量子力学につ概観し，量子力学の簡単な入門する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．いわゆる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につエーテル問題を解くことができ，また，運動量等のと黒体輻射や光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネから，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ相対論と量子論がと量子論と量子論がが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門
誕生した歴史的な系を扱う化学に必須の量子力学につ経緯を，簡単に説明する．を扱う化学に必須の量子力学につ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ簡単に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエする物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

16週目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．から21週目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．までの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ内容も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．で中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるを扱う化学に必須の量子力学につ行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

黒体輻射や光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネに必須の量子力学につおける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につレイリー-ジーン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につズの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ法則が理解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等と紫外部の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ破綻や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．プラン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につクの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ輻射や光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネ式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につプラン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につクの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子仮説の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ発見過程とエ
ネルギーが離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門離散的な系を扱う化学に必須の量子力学につである物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ意味を扱う化学に必須の量子力学につ講義する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説も関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．行う．う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

光電効果と電子線回折等から，古典物理学の限界，エネの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ実験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるとアイン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシュタイン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等釈とハイゼンベルクの不確定性原理を定性的に説を扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ電磁波（波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門）が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門光子（粒子）として講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門質を扱う化学に必須の量子力学につ持つこと，また，電子線回折のつこと，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ電子線回折の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ
実験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるより，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ電子（粒子）が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門として講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門質を扱う化学に必須の量子力学につ持つこと，また，電子線回折のつこととド・ブロイの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ物質波に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門と粒子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．講義す
る物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につな系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ方程式が運動方程式より導出できることを解説する．である物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシュレディン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につガー方程式が運動方程式より導出できることを解説する．を扱う化学に必須の量子力学につ提示す．し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ古典的な系を扱う化学に必須の量子力学につハミルトニアン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につから量子的な系を扱う化学に必須の量子力学につハミルトニアン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につへの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ移行う．を扱う化学に必須の量子力学につ
解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．電子線回折等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ実験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるより，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につド・ブロイ波が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門確率振幅であることからハイゼンベルクの不確定性原理を解説する．である物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ示す．し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につボルン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ確率解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等釈とハイゼンベルクの不確定性原理を定性的に説に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

量子力学の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につでありかつ近似法等の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ応用の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につとなる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ厳密に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等ける物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ系を扱う化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．一次元無限大井戸型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的でポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャル
に必須の量子力学につ拘束された粒子を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につまた，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ一次元無限大井戸型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的でポテン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につシャルの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ応用例に，位置ベクトル，速度として講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ直す作業を行う．鎖共役系を扱う化学に必須の量子力学につ分を中心に組み立て直す作業を行う．子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ共役系を扱う化学に必須の量子力学につの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ長と主吸収帯と主吸収帯
の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ極大波長と主吸収帯が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門比例に，位置ベクトル，速度する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエできる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ示す．す．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

中心に組み立て直す作業を行う．力場における質点の運動についての基本的な力学問題を解くことができ，に必須の量子力学につ拘束された粒子を扱う化学に必須の量子力学につ取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．げ，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につその基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等法を扱う化学に必須の量子力学につ定性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門的な系を扱う化学に必須の量子力学につに必須の量子力学につ説明させ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエし，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ主量子数が的確に説明できるかどうかで評価，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ方位量子数が的確に説明できるかどうかで評価，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ磁気量子数が的確に説明できるかどうかで評価とその基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ意味に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等
説する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．また，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につこれらの基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子数が的確に説明できるかどうかで評価の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ組み立て直す作業を行う．み立て直す作業を行う．合いが理解でき，基本的な束縛運動わせ適切に説明できるかどうか，また，質点の運動と各々のエと，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ水素型ポテンシャルを用いてエネルギーが離散的で原子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ電子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ軌道の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ種類や微積分を用いて，質点の運動を記述することができる．特徴について解説し，量子数と電子の存在確に必須の量子力学につついて講義する．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．解でき，重力下での質点や調和振動子の運動等説し，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ量子数が的確に説明できるかどうかで評価と電子の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ存在確
率の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ節の数との関係等を理解し，水素型原子の原子軌道の概形・節の数との関係等を理解し，水素型原子の原子軌道の概形面を滑り落ちる運動や単振り子等，基本的な束の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ数が的確に説明できるかどうかで評価の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ関係から，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ各軌道の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ形が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門予測できることを示す．できる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につことを扱う化学に必須の量子力学につ示す．す．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．

備など）
考

前期，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ後の粒子の軌道等が計算できる．期とも関係してくるので，これらの科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．に必須の量子力学につ中間試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるおよび定期試験を実施する．定期試験とレポートで，基本的な物理系で位置，速度，加速度等を求めるを扱う化学に必須の量子力学につ実施する．する物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．
本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ科目を十分復習したり，よく学習しておくことが望ましい．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ修得には，に必須の量子力学につは質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ60 時間の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ授業の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ受講と 30 時間の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャル前・事の基本概念を理解し，運動エネルギーとポテンシャル後の粒子の軌道等が計算できる．の基礎となる物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ自己学習する応用数学が離散的であることと波動と粒子の二重性を中心に量子力学を概観し，量子力学の簡単な入門必要である．である物理学より，物理学の基本となるニュートン力学と，微視的な系を扱う化学に必須の量子力学につ．ニュートン力学では質点系の力学を取り上げ，ニュートン力学を微積分を中心に組み立て直す作業を行う．
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